(4) 内国産乗用馬の今日そして明日　　

藤田知己（全国乗馬倶楽部振興協会）

　現在、国内では、北海道そして岩手県の遠野市の生産団体が中心となってスポーツホースとレジャーホースの生産を手掛けている。最近はこれらの生産団体に加え乗馬クラブを経営する傍ら乗用馬の生産に取り組んでいこうとする新たな動きが見られる状況にある。また、生産された内国産乗用馬の活躍にも目覚しいものがあり、世界選手権で優勝するという快挙を達成する馬が出てくるまでとなり、そのクオリティーも先進国の生産馬に近づきつつある。

　しかし、乗用馬の生産から流通という過程には問題が山積している状況であり、このままでは「明るい明日」が待っていると言い切れる状況ではない。今回は「内国産乗用馬の今日そして明日」と題し、乗用馬生産の今後について考えてみたいと思います。

